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第
４
回
中
国
百
科
検
定
の
申

込
開
始
日
（
１２
月
１
日
）
ま
で
、

一
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。 

日
中
岡
山
・
倉
敷
支
部
は
、
今

回
３０
人
以
上
の
受
験
者
を
目
標

に
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
同
封
の
チ
ラ

シ
を
参
照
の
う
え
、
申
し
込
み
の

準
備
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
（
次
号
で
、
申
し
込

み
に
必
要
な
受
験
料
払
込
取
扱

票
を
同
封
し
ま
す
。
） 

さ
て
、
中
国
百
科
検
定
実
行

委
員
会
よ
り
、
中
国
百
科
検
定
テ

10
月
15
日
（
日
）
は
倉
敷
国
際

ふ
れ
あ
い
広
場
が
倉
敷
市
芸
文
館

で
行
わ
れ
、
日
中
友
好
協
会
倉
敷

支
部
も
参
加
し
ま
し
た
。 

終
日
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の

天
気
で
、
屋
外
の
露
店
な
ど
は
気

の
毒
で
し
た
が
、
私
た
ち
は
ホ
ー
ル

の
待
合
に
ス
ペ
ー
ス
を
割
り
当
て

ら
れ
、
「
中
国
語
・
太
極
拳
・
二
胡

の
講
座
」
や
「
中
国
・
国
内
旅
行
」

会
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
イ
シ
ア
タ

ー
で
は
各
国
か
ら
歌
や
踊
り
の
発

表
が
あ
り
、
地
元
の
朝
鮮
学
校
の

生
徒
た
ち
も
踊
り
を
披
露
し
て
い

ま
し
た
。  

 
 

 
 

 

犬
飼 

繁 

 

テキスト・問題集「増補分」の概要 
１、 テキスト「増補分」 

（加筆・補正） 

（１）「2014 年から 2017 年までに認定された世界遺産」の追加 

（２）「中央軍事委員会」の加筆・修正 

（３）「改革・開放政策」の加筆・修正 

（４）「産業構造」の加筆・修正 

（５）「農業」の加筆・修正 

（６）「工業」の加筆・修正 

（７）「商業・流通」の加筆・修正 

（８）「対外経済関係＝貿易と投資」の加筆・修正 

（９）「企業」の加筆・修正 

（１０）「エネルギー事情」の加筆・補正 

（追加） 

（１１）「社会保障制度」の追加 

（１２）「２度の天安門事件」の追加 

（１３）「新中国の対外関係」の追加 

（１４）「日中国交回復以降の日中関係」の追加 

（１５）「太極拳」の追加 

（１６）「書道」の追加 

（１７）「中国四大文明」の追加 

 

２、 振り仮名の追加表示 

 

３、 問題集の「増補分」 

（１）世界遺産の部の問題の補充  

（３級）３問・（２級）３問・（１級）３問 

（２）政治と法の部の問題の補充  

（３級）２問・（２級）２問・（１級）２問 

（３）経済と産業の部の問題の補充  

（３級）１２問・（２級）１４問・（１級）１６問 

（４）歴史の部の問題の補充  

（３級）３問・（２級）６問・（１級）６問 

（５）文化・スポーツ・風俗習慣の部の問題の補充  

（３級）１１問・（２級）９問・（１級）９問 

※テキスト・問題集の「増補分」は日本中国友好協会本部のホーム

ページ（http://jcfa-net.gr.jp/kentei/index.html）に掲載しています。 

 

「
文
化
講
演
会
」
な
ど
日
頃
取
り

組
ん
で
い
る
活
動
や
「
日
中
友
好

運
動
の
歴
史
」
な
ど
を
展
示
し
ま

し
た
。 

犬
養
木
堂
記
念
館
と
岡
崎
嘉

平
太
記
念
館
に
も
展
示
に
加
わ
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
国
の
深

圳
か
ら
は
「
中
国
民
間
伝
統
文

化
」
の
展
示
が
あ
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で

は
青
年
海
外
協
力
隊
員
の
報
告

キ
ス
ト
・
問
題
集
に
つ
い
て
、
受
験

者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
と
し
て

出
さ
れ
て
い
た
地
名
・
人
名
の
振

り
仮
名
や
、
テ
キ
ス
ト
・
問
題
集

発
行
後
の
新
た
な
動
き
や
変
化

を
加
筆
・
修
正
し
た
「
増
補
分
」
の

概
要
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
紹

介
し
ま
す
。 

冊
子
は
、
Ａ
５
版
・
６４
ペ
ー
ジ
の

予
定
。
一
部
２
０
０
円
程
度
。
（
岡

山
支
部
は
と
り
あ
え
ず
３０
部
注

文
し
て
い
ま
す
。 

（
入
荷
し
だ
い
新
聞
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
） 

 

中
国
百
科
検
定
テ
キ
ス
ト
・
問
題
集 

「
増
補
分
」（
加
筆
・
修
正
）
発
行 

 

倉
敷
国
際
ふ
れ
あ
い
広
場 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１１
月
１２
日
（月
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

小川 

小林 

曽田 

竹内和 

竹内袈 

中国百科検定公式テキスト正誤表 

ページ 誤 正 

平塚順良先生の肩書 立命館大学衣笠総合研究機構 

専門調査員 

立命館大学衣笠総合研究機構 

専門研究員 

P33「江西省」 南昌は五代十六国 南昌は五代十国 

P40「新疆ウイグル自治区の 

歴史と概略」７行目 

ユーラシア大陸で最も海外から遠いポイント 

 

ユーラシア大陸で最も海岸から遠いポイント 

P56「コラム国歌」7 行目 国家 国歌 

P64「満州（満）族」最終行 ２番目に多い人口１０３９万人 ３番目に多い人口１０３９万人 

P149 

上から６行目 

2008 年 2007 年 

P181 

「晋・南北朝時代」 

孝武帝 孝文帝 

P182 冒頭 581 年 589 年 

P185 下から 9 行目 謝霊雲 謝霊運 

P216 

下から 11-10 行目 

「太極拳に代表される」との記述 削除（誤解を生むものであったため） 

P299「戦時下の映画」 

1 行目 

「木蘭将軍」 「木蘭従軍」 

P317「台湾のニューシネマ」 

1 行目と右上写真説明文 

非情城市 悲情城市 

P335 農歴 農暦 

P342「中国武術の流派」8 行目 129 129 種 

 

国
政
を
語
る
」
の
普
及
活
動
） 

三
、
毛
沢
東
が
文
革
時
に
礼
賛
し

た
雷
峰
（
人
民
解
放
軍
兵
士
）

を
、
習
近
平
も
賛
美
し
て
い
る
。 

 

四
、
文
革
賛
美
食
堂
が
各
地
で
繁

盛
し
て
い
る
。
（
こ
の
７
月
「
中
国
東

北
部
を
訪
ね
て
日
中
友
好
を
促

進
す
る
旅
」
５
日
目
に
、
長
春
市

内
で
食
事
を
し
た
食
堂
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
入
口
に
「
听
毛
首
席

的
活
」
と
書
か
れ
、
室
内
に
は
、
文

革
時
の
紅
衛
兵
や
毛
沢
東
の
写

真
が
い
っ
ぱ
い
貼
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
時
は
、
珍
し
い
食
堂
だ
な

あ
と
、
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
） 

 

「
文
革
賛
美
食
堂
が
全
国
各
地

で
繁
盛
し
て
い
る
」
と
聞
い
て
こ
れ

ら
の
動
き
は
、
今
後
ど
う
な
っ
て
い

く
の
か
、
大
変
気
に
な
る
出
来
事

で
す
。 

 

今
年
は
文
革
５０
年
に
あ
た
り

ま
す
。
中
国
共
産
党
第
１１
期
６

中
全
会
（
１
９
８
１
年
）
の
歴
史
決

議
（
党
・
国
家
や
人
民
に
重
大
な

災
難
を
も
た
ら
し
た
内
乱
で
あ

る
。
）
で
文
革
を
否
定
し
た
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
強
く
思
い

ま
し
た
。  

 日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部 

 

事
務
局
長 

小
林
軍
治 

 

１０
月
２８
・
２９
日
の
両
日
、
大

阪
で
「
東
海
・
北
陸
・
関
西
ブ
ロ
ッ
ク

事
務
局
長
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

会
の
目
的
は
、
日
中
友
好
運
動

の
発
展
と
協
会
組
織
の
拡
大
強

化
に
た
め
に
、
そ
の
要
と
な
る
「
事

務
局
長
」
の
力
量
を
高
め
る
た
め

で
、
私
は
２９
日
の
一
日
だ
け
参
加

し
ま
し
た
。 

田
中
理
事
長
の
「
い
ま
中
国
は

何
を
考
え
て
い
る
の
か
？
こ
れ
か

ら
の
日
中
関
係
…
」
及
び
矢
崎
事

務
局
長
の
「
協
会
の
各
分
野
の
活

動
と
役
割
」
に
つ
い
て
の
講
座
は
、

す
ば
ら
し
い
内
容
で
し
た
。
久
し

ぶ
り
に
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
日
中

新
聞
で
い
ず
れ
く
わ
し
く
報
告
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

私
は
、
少
し
気
に
な
っ
た
点
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
文

革
の
再
来
懸
念
、
過
去
の
誤
り
を

知
ら
な
い
世
代
増
加
」
の
内
容
で

す
。 い

く
つ
か
列
挙
し
ま
す
。 

 一
、
「
反
腐
敗
闘
争
」
で
、
や
り
玉

に
上
が
っ
た
人
々
を
、
Ｔ
Ｖ
で
連
日

さ
ら
し
者
に
し
て
い
る
。
（
文
革
時

の
公
開
吊
し
上
げ
批
判
に
酷
似
） 

二
、
習
近
平
氏
に
権
力
が
集
中
し

は
じ
め
、
個
人
崇
拝
の
傾
向
が
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
（
北
京
の
書
店
の

入
り
口
に
、
習
近
平
特
集
コ
ー
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
、
著
書
「
習
近
平

事
務
局
長
研
修
会
in
大
阪
に
参
加
し
て 

 

文
革
賛
美
食
堂
・
各
地
で
繁
盛 


